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社会福祉法人は社会福祉法（旧社会福祉事業法）
によって設置され、民間の各種社会福祉事業はこ
の非営利法人である社会福祉法人によって経営さ
れています。更に、財団法人、社団法人が経営す
る事業があることは周知の通りです。

この非営利団体である社会福祉法人が我が国の
福祉の中核を担って、全国には約二千近くの法人
が存在しています。しかし、その法人は従事者の数
が20名から1000名を超える規模の大小の法人があ
り、加えて、時代の福祉ニーズの変遷は法の制定
と公的施策によって、公的財源のともなうあらた
な事業経営などが起こり、普遍化が進んでいます。

公的資金を主たる財源とする社会福祉法人に対
して、社会貢献を目的とする経営に国民の関心が
増すなかで、社会福祉法人の見直しが求められて
きました。

社会福祉法人の見直しは、2000年の社会福祉基
礎構造改革が行われて以降、大きな手直しが実行
されず、その改革に対する取り組みは強制力があ
まりなかったと思えます。しかし、その後10年が
経過するなかで、社会の変化は少子高齢社会とな
り、個人の権利擁護が福祉の高まりとその量的拡
大が求められ、社会福祉法人の意義や役割があら
たに問われることになったのは、2014年「社会福
祉法人のあり方に関する検討会」が厚生労働省に
より設けられ、急ピッチで議論がまとめられまし
た。私もこの検討会の構成員として参画する役割
を仰せつかりましたが、縦割りの事業内容を主た
る施設や事業運営を担ってきたなかで、経営主体
として法人に対する機能不全があからさまとなる
場面が多く、その主たる検討は法人のガバナンス
やコンプライアンス、そして経営内容の透明性、

財務状況の公開、留保資金の内容などが視点とな
ります。加えて、マスメディアによる社会福祉法
人の実態が報道されるなど、さまざまな議論と共
に批判のなかで、地域社会における福祉貢献者と
して、社会福祉法人の新しい時代の姿が求められ
ています。それは地方自治体が住民福祉制度改革
に取り組む上で法人をパートナーとして今まで以
上に求められていくことで、法人を取り巻く大き
な流れの変化を意識しなければなりません。

さらに、この検討会の報告は、法人に地域のセー
フティネットとしての役割が期待されています。
既に大阪、神奈川などでの先行例が取り上げられ
ています。自治体に存在する社会福祉法人が連携
して社会貢献活動に取り組み、東京では、東京都
社会福祉協議会の社会福祉法人協議会が中心とな
り、従来の縦割りの施策に従った保育、児童、介護、
障がい関係の事業経営から、横断する事業内容の
理解から始まり、東京に所在するすべての法人及
び施設が一体となって、都民のための福祉を考え
ようと、地域社会福祉協議会を基幹として脆弱化
する共助としての地域福祉に視点を置き、取り組
んでいくための区市町村単位の組織づくりが始ま
りました。

将来を見据えた福祉を想像する役割をこうした
使命を失うことなく対応していく社会福祉法人が
存続していくことと現代社会に求められる住民の
ための社会保障や社会福祉の質にも関わっていく
ことであろうと考えます。社会福祉の多様化、柔
軟化を実現させるだけでなく、市場原理を前提と
する普遍化もともなって進んで来た社会福祉の見
直しが、真の社会福祉法人が国民の委託を受ける
ことになるのではないかと思います。

社会福祉法人への新たな期待
―制度改革が進む中で―
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昨
年
一
年
間
は
、
石
井
哲
夫
前
常
務
理

事
か
ら
受
け
継
ぐ
べ
き
嬉
泉
の
支
援
理
念

と
そ
れ
に
基
づ
く
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
再
確
認

し
、
今
後
の
嬉
泉
の
あ
り
方
を
考
え
る
と

い
う
大
き
な
命
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。私

た
ち
社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
の
〝
ミ
ッ

シ
ョ
ン
〟
は
「
誰
も
が
実
現
し
得
る
共
生

社
会
の
実
現
」
で
あ
り
、〝
支
援
方
針
〟
は

「
受
容
的
交
流
に
よ
る
利
用
者
支
援
」
で

す
。
そ
れ
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
の〝
経

営
方
針
〟
は
、「
明
確
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
基
づ
く
法
人
経
営
」
に
な
り

ま
す
。
こ
の
三
つ
の
柱
を
職
員
間
で
再
確

認
し
な
が
ら
、
共
有
し
つ
つ
、
各
事
業
を

実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
は
、
平
成

28
年
度
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ

の
間
、
事
業
数
（
本
部
を
含
む
）
は
27
を

数
え
、
こ
の
仕
事
に
従
事
す
る
職
員
は
、

常
勤
者
3
5
5
名
、非
常
勤
者
1
6
5
名
、

総
勢
5
2
0
名
（
平
成
28
年
1
月
1
日
現

在
）
と
い
う
陣
容
を
備
え
る
に
至
っ
て
い

ま
す
。50
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
っ

て
、
平
成
29
年
度
に
挙
行
を
予
定
す
る
記

念
行
事
の
企
画
を
進
め
る
と
共
に
、
利
用

者
支
援
の
基
本
方
針
を
見
直
し
、
支
援
の

質
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
平
成
28
年
度
は
、
予
て
よ
り
検
討

さ
れ
て
い
た
社
会
福
祉
法
人
改
革
と
も
言

う
べ
き
社
会
福
祉
法
の
改
正
が
い
よ
い
よ

実
施
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
、
本
法
人
と

し
て
も
改
革
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
具

体
的
に
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
改
革
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
①
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
強
化
、
②
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
、

③
財
務
規
律
の
強
化
、
④
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
責
務
、

⑤
行
政
の
関
与
の
あ
り
方
の
5
点
で
す

が
、
⑤
は
行
政
側
に
求
め
ら
れ
る
対
応
で

あ
る
の
で
、
本
法
人
と
し
て
対
応
が
求
め

ら
れ
る
の
は
①
～
④
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
改
正
法
の
施
行
期
日
は
、
平
成
28

年
度
当
初
か
ら
の
も
の
と
平
成
29
年
度
か

ら
の
も
の
と
が
あ
り
、
①
～
③
の
主
要
な

改
革
は
平
成
29
年
度
に
持
ち
越
さ
れ
ま
す

が
、
そ
こ
に
向
け
た
準
備
は
平
成
28
年
度

か
ら
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
改
正
法
に
基

づ
く
省
令
、
通
知
等
が
出
次
第
、
対
応
し

て
い
き
ま
す
。
平
成
27
年
度
よ
り
組
織
し

た
法
人
業
務
執
行
体
制
で
あ
る
「
執
行
本

部
」
は
、
前
述
の
社
会
福
祉
法
人
改
革
に

お
け
る
①
と
②
の
内
容
を
見
据
え
て
構
築

し
た
も
の
で
す
が
、
今
後
の
改
正
法
に
基

づ
く
省
令
、
通
知
等
の
内
容
に
よ
っ
て
は

更
な
る
改
編
を
要
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
目
ま
ぐ
る
し
い
組
織
改

編
は
、
職
員
に
対
し
て
は
混
乱
を
招
く
懸

念
も
あ
り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
法
人
と
い

う
公
益
性
の
高
い
組
織
に
あ
っ
て
は
、
社

会
的
要
請
や
付
託
に
応
え
る
こ
と
は
義
務

で
す
の
で
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

業
務
執
行
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
と
、
通

常
事
業
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
同
一
エ

リ
ア
内
に
あ
る
複
数
の
施
設
・
事
業
所
か

ら
成
る
「
事
業
拠
点
」
を
運
営
単
位
と
し
、

そ
の
事
業
場
の
長
で
あ
る
場
長
の
責
任
の

も
と
で
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
拠
点
を

越
え
る
法
人
全
体
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

法
人
に
「
執
行
本
部
」
を
設
置
し
、
業
務

を
執
行
す
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
執

行
本
部
は
、
法
人
業
務
の
企
画
立
案
を
主

体
的
に
行
う
た
め
に
常
務
理
事
を
中
心
に

法
人
内
部
理
事
で
組
織
す
る
「
執
行
役
員

会
」
と
、
そ
の
執
行
役
員
会
の
企
画
立
案

に
基
づ
く
法
人
業
務
の
具
体
的
な
執
行
に

お
け
る
検
討
と
意
志
決
定
を
行
う
た
め
に

全
事
業
拠
点
の
場
長
が
参
集
す
る
「
場
長

会
」
と
か
ら
構
成
し
て
い
ま
す
。

場
長
会
に
お
け
る
法
人
業
務
執
行
体
制

と
し
て
は
、「
研
究
啓
発
局
」「
本
部
事
務

局
」
の
二
局
体
制
を
以
て
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
二
局
体
制
は
、
従
来
の
「
法
人
の
係
」

や
諸
委
員
会
を
包
摂
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
責
任
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
業
務
を
掌

理
し
ま
す
。
ま
た
局
の
掌
理
す
る
業
務
毎

の
担
当
責
任
者
と
し
て
、
園
長
会
メ
ン

バ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
業
務
に
よ
っ

て
は
そ
れ
以
外
の
メ
ン
バ
ー
を
配
置
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
以
下
に
各
局
組
織
の

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
研
究
啓
発
局

①
自
閉
症
実
践
療
育
セ
ミ
ナ
ー
運
営
係

②
学
会
活
動
対
応
係

③
法
人
名
簿
管
理
係

④
ア
ウ
ト
ス
運
営
係

⑤
広
報
委
員
会

⑥
関
連
団
体
対
応
係

⑦
援
助
理
論
・
技
術
研
究
開
発
委
員
会

⑧
法
人
50
周
年
記
念
事
業

二
、
本
部
事
務
局

①
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催
事
務
係

②
規
程
整
備
検
討
委
員
会

③
法
務
対
応
係

④
予
算
決
算
編
成
係

⑤
契
約
・
資
産
管
理
係

平
成
28
年
度
の
嬉
泉
の
め
ざ
す
方
向
性

社
会
福
祉
法
人
嬉
泉
　
常
務
理
事
　
石
井 

啓

は
じ
め
に

運
営
方
針

法
人
業
務
執
行
体
制
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⑥
福
利
厚
生
委
員
会

⑦
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

⑧
採
用
人
事
係

⑨
内
部
統
制
委
員
会

⑩
災
害
対
策
委
員
会

⑪
事
故
防
止
委
員
会

⑫
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会

⑬
苦
情
解
決
委
員
会

⑭
外
郭
団
体
対
応
係

⑮
新
規
事
業
検
討

本
法
人
の
精
神
的
支
柱
で
あ
っ
た
石
井

哲
夫
前
常
務
理
事
が
没
し
て
早
く
も
二
年

近
く
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
と

に
か
く
事
業
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
の
一
心

で
職
員
が
ま
と
ま
り
、
前
述
の
執
行
体
制

の
下
で
無
我
夢
中
に
走
っ
て
き
た
感
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
本
当
に
大
切
な

の
は
、
た
だ
徒
に
事
業
を
継
続
さ
せ
る
こ

と
で
は
な
く
、
利
用
者
に
と
っ
て
良
質
な

援
助
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
法
人
創
立

50
周
年
の
平
成
28
年
度
は
、
そ
う
し
た
本

質
を
見
直
す
た
め
に
原
点
に
立
ち
返
り
、

今
一
度
、本
法
人
の
支
援
理
念
で
あ
る
「
受

容
的
交
流
」
の
立
場
を
検
証
し
、
職
員
間

で
利
用
者
支
援
方
針
の
再
確
認
を
行
う
機

会
と
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
わ
が
国
に
お
け
る
自
閉
症
（
発

達
障
害
）
支
援
の
潮
流
と
し
て
は
、「
構

造
化
」
及
び
「
応
用
行
動
分
析
」
と
い
っ

た
所
謂“

Evidence-based”

な
支
援
技

法
が
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
決
し
て
否
定
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
方
で

“
Evidence-based”

が
強
調
さ
れ
る
あ
ま

り
、
利
用
者
本
人
の
気
持
ち
や
思
い
な
ど

可
視
化
で
き
な
い
も
の
は
触
れ
ら
れ
な
い

傾
向
に
あ
り
、
本
法
人
の
標
榜
す
る
、
利

用
者
の
内
面
を
重
視
し
援
助
者
と
の
人
間

関
係
で
支
え
る
と
い
う
「
受
容
的
交
流
の

立
場
に
立
つ
援
助
」
は
、
残
念
な
が
ら
傍

流
に
追
い
や
ら
れ
つ
つ
あ
る
現
状
に
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
平
成
28
年
度
は
、
本
法
人
の
各

事
業
現
場
に
お
け
る
援
助
実
践
を
「
受
容

的
交
流
」
の
立
場
か
ら
検
証
し
、
そ
の
有

効
性
に
立
脚
し
た
必
要
性
を
対
外
的
に
発

信
し
て
い
く
礎
を
築
く
べ
く
、
研
究
活
動

を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、「
法
人
内
学
会
」
と

も
言
う
べ
き
実
践
研
究
の
研
鑽
の
場
を
作

り
、
事
業
所
間
ひ
い
て
は
拠
点
間
の
垣
根

を
越
え
た
事
例
検
討
を
通
し
た
職
員
同
士

の
「
受
容
的
交
流
」
を
促
進
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
第
四
次
中
・
長
期
計
画

に
基
づ
き
、
新
た
に
法
人
と
し
て
策
定
す

る
「
第
四
次
中
・
長
期
計
画
」
の
策
定
項

目
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

一
、
新
規
事
業
の
検
討

・
関
連
す
る
都
道
府
県
に
お
け
る
発
達
障

害
施
策
の
動
向
に
対
応
し
た
新
規
事
業

の
検
討

・
関
連
す
る
市
区
町
村
に
お
け
る
保
育
施

策
の
動
向
に
対
応
し
た
新
規
事
業
の
検

討
・
関
連
す
る
市
区
町
村
に
お
け
る
障
害
福

祉
施
策
の
動
向
に
対
応
し
た
新
規
事
業

の
検
討

二
、
支
援
組
織
の
質
の
向
上

・
人
権
擁
護
、
虐
待
防
止
に
関
す
る
取
り

組
み
の
浸
透

・
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
機
能
の
改
善

・
研
修
の
整
備
と
体
系
化

三
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
明
確

化
及
び
機
能
化

・
経
営
の
透
明
性
の
確
保

・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
＝
利
用
者
等
（
保

護
者
含
む
）
へ
の
説
明
責
任
の
徹
底

・
迅
速
か
つ
適
切
な
情
報
開
示

・
経
営
者
及
び
管
理
者
の
責
任
の
明
確
化

・
内
部
統
制
の
確
立

四
、『
嬉
泉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
の
創
造

・
職
員
参
加
の
後
援
会
活
動
の
活
発
化

・
親
泉
会
と
の
協
働

・
医
療
法
人
社
団
嬉
泉
会
と
の
連
携

五
、
法
人
50
周
年
記
念
事
業
の
企
画
立
案

・
平
成
29
年
度
の
実
施
に
向
け
た
検
討

六
、
職
員
の
研
究
的
態
度
の
奨
励

・
年
報
（
研
究
紀
要
）
の
刊
行

七
、
広
報
・
啓
発
活
動
の
充
実

・
法
人
の
事
業
活
動
に
関
す
る
情
報
発
信

・『
自
閉
症
実
践
療
育
セ
ミ
ナ
ー
』
の
実
施

八
、
支
援
技
法
の
研
究
開
発

・
受
容
的
交
流
に
つ
い
て
「
法
人
内
学
会
」

の
発
足

九
、
関
係
機
関
、
組
織
と
の
連
携

・
法
人
と
し
て
全
国
組
織
へ
対
応

・
各
拠
点
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
組
織
と
の

連
携

一
〇
、
袖
ケ
浦
地
域
の
施
設
整
備
の
推
進

・『
嬉
泉
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
袖
ケ
浦
10
箇

年
戦
略
』
に
基
づ
く
施
設
整
備
の
推
進

今
後
の
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
平

成
28
年
度
は
こ
れ
ら
の
事
を
基
本
に
し
、

新
た
な
決
意
で
臨
み
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
誠
心
誠
意
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

利
用
者
支
援
方
針
の
再
確
認

第
五
次
中
・
長
期
計
画

お
わ
り
に
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平
成
27
年
10
月
25
日
（
日
曜
日
）、
世

田
谷
区
の
子
ど
も
の
生
活
研
究
所
に
お
い

て
、
第
五
十
一
回
嬉
泉
バ
ザ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
晴
天
の
下
、
八
百

名
を
超
え
る
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

こ
こ
数
年
と
比
べ
て
も
、
非
常
に
賑
や
か

な
バ
ザ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
回

と
ほ
ぼ
同
じ
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

嬉
泉
バ
ザ
ー
は
法
人
設
立
当
初
か
ら
、

民
間
事
業
者
と
し
て
独
自
の
資
金
確
保
を

お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
開
催
し

て
き
た
も
の
で
す
。
石
井
哲
夫
前
常
務
理

事
は
、
地
域
の
皆
様
や
、
私
ど
も
の
事
業

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
と
の
交

流
を
と
て
も
大
切
に
し
て
お
り
、
バ
ザ
ー

も
そ
の
大
切
な
機
会
と
考
え
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
、
バ
ザ
ー
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
、
そ
の
考
え
を
受
け
継
ぎ
、
バ
ザ
ー

の
目
的
を
「
自
主
財
源
の
確
保
」
と
「
交

流
」
と
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
11
年
度
に

子
ど
も
の
生
活
研
究
所
新
園
舎
を
建
築
し

た
際
の
借
入
金
の
返
済
の
他
、
法
人
所
有

の
建
物
の
維
持
・
修
繕
の
た
め
に
は
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
自
主
財
源
を
法
人
と
し

て
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

法
人
本
部
が
あ
る
子
ど
も
の
生
活
研
究
所

の
こ
と
を
、
よ
り
多
く
の
地
域
の
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で

『
ア
ト
リ
エ
・
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
の
活
動
』

ア
ト
リ
エ
・
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
の
成
り
立
ち

「
ア
ト
リ
エ
・
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
（
ア
ウ
ト

ス
）」
は
、
平
成
10
年
、
石
井
哲
夫
前
常
務

理
事
が
命
名
し
た
、
自
閉
症
の
人
の
作
品

を
世
に
送
り
出
す
た
め
に
作
ら
れ
た
社
会

活
動
の
拠
点
で
す
。

ア
ウ
ト
ス
の
前
身
は
、
袖
ケ
浦
の
び
ろ

学
園
を
開
設
し
て
二
年
後
の
昭
和
54
年
、

地
域
で
陶
芸
を
し
て
い
た
お
寺
の
住
職
さ

ん
と
の
交
流
が
始
ま
り
、
市
川
浩
志
さ
ん

が
異
才
を
発
揮
し
て
作
っ
た
「
馬
の
首
つ

き
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
」
の
作
品
を
き
っ
か

け
に
誕
生
し
た
陶
芸
部
で
し
た
。
そ
こ
に

以
前
か
ら
行
っ
て
い
た
絵
画
部
も
合
流

し
、
選
択
的
作
業
活
動
の
一
つ
の
創
作
活

動
の
中
で
、
多
く
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ

て
き
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
「
嬉
泉
（
祭
）
バ
ザ
ー
」
広

報
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
と
い
う
形
で
、
地
域

の
人
に
作
品
を
観
て
い
た
だ
く
機
会
は
あ

り
ま
し
た
が
、
よ
り
広
い
社
会
の
人
た
ち

に
向
け
て
作
品
を
観
て
い
た
だ
き
た
い
、

そ
し
て
自
閉
症
の
人
の
豊
か
な
感
覚
の
世

界
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
袖
ケ
浦

の
び
ろ
学
園
開
設
二
十
周
年
を
機
に
ア
ウ

ト
ス
を
結
成
し
ま
し
た
。
当
初
、
学
園
記

念
事
業
と
し
て
、
小
学
館
か
ら
作
品
集 

す
。
今
ま
で
の
バ
ザ
ー
の
交
流
は
、
ど
ち

ら
か
と
言
う
と
、
法
人
に
関
係
す
る
方
々

と
の
交
流
と
い
う
側
面
が
強
い
も
の
で
し

た
が
、
今
後
は
、
よ
り
身
近
な
地
域
の
方
々

と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

今
回
の
バ
ザ
ー
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
、

子
ど
も
の
生
活
研
究
所
の
近
隣
の
方
に
来

場
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

以
前
は
、
関
係
者
と
当
日
の
来
場
者
に
限

定
し
て
い
た
抽
選
会
を
、
前
回
か
ら
新
聞

折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
抽
選
券
付
の
も
の
に

変
更
し
て
、
抽
選
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
内
容
を
見
直
し
、
抽
選
の
参
加
者
も

景
品
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
三
百
名

に
到
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
抽
選
会
の
順

番
待
ち
の
列
も
ピ
ー
ク
時
に
は
数
十
名
に

な
る
ほ
ど
で
し
た
。
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で

バ
ザ
ー
の
こ
と
を
知
っ
て
、
初
め
て
ご
来

場
い
た
だ
い
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、

こ
の
抽
選
会
も
来
場
者
数
の
増
加
に
つ
な

が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
今
回
は
、
来
場
者
数
の
増
加

が
、
そ
の
ま
ま
収
益
の
増
加
に
ま
で
は
至

ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
法
人
の
こ

と
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
今
後

に
つ
な
が
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

年
々
寄
付
物
品
を
集
め
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
の
中
、
バ
ザ
ー

を
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
バ
ザ
ー
の

よ
う
な
機
会
を
通
し
て
、
法
人
の
事
業
を

よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ご

理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
、
今
後
の
法
人
の

運
営
に
も
必
ず
役
立
つ
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
創
意
工
夫
を
重
ね

よ
り
良
い
バ
ザ
ー
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
回
も
嬉
泉
後
援
会
の
皆
様
を
は
じ
め

と
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

者
の
皆
様
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
嬉
泉
バ
ザ
ー
実
施
責
任
者　

小
池
朗
）

第
五
十
一
回
嬉
泉
バ
ザ
ー
報
告

事
業
紹
介
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「
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
～
こ
こ
ろ
の
色　

心
の
か

た
ち
～
」
を
出
版
、
銀
座
ギ
ャ
ラ
リ
ー
青

羅
に
て
作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
作
品
が
動
い
て
人
に
出
会
い
、

新
た
な
企
画
や
作
品
展
へ
と
繋
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ア
ウ
ト
ス
の
活

動
を
振
り
返
る
と
、
作
品
の
も
つ
世
界
観

の
広
が
り
や
、
人
を
魅
了
す
る
作
品
自
体

の
力
強
さ
が
あ
っ
て
こ
そ
の
展
開
と
、
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
」
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の

「
自
分
の
意
志
で
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
言

葉
で
、「
内
に
秘
め
ら
れ
た
も
の
を
外
に

出
す
自
発
的
な
動
き
」
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。
そ
の
言
葉
に
、
ま
さ
に
「
事
の
核
心
」

が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
作
品
が
で
き

る
過
程
で
、
ま
た
社
会
に
発
信
し
て
い
く

な
か
で
「（
そ
の
人
の
）
主
体
性
」
を
大
事

に
捉
え
る
こ
と
、
積
極
的
に
社
会
に
向
け

て
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。

内
的
世
界
の
表
出

嬉
泉
に
お
け
る
相
談
や
療
育
支
援
か

ら
、
自
閉
症
の
人
が
、
生
活
の
中
で
、
多

く
の
不
安
を
抱
え
、
生
き
に
く
さ
を
感
じ

て
い
る
現
状
を
知
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

「
こ
だ
わ
り
」
と
い
う
行
為
が
、「
障
害
特

性
」
と
捉
え
ら
れ
、
社
会
の
常
識
や
価
値

観
か
ら
外
れ
る
た
め
に
、「
不
適
応
」
だ
と

批
判
、
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
社
会
で

は
、
本
人
の
変
容
の
み
を
一
方
的
に
求
め

ら
れ
る
傾
向
が
根
強
く
あ
り
ま
す
。
も
し

も
、「
こ
だ
わ
り
」
が
、
本
人
に
と
っ
て
の

「
秩
序
」「
安
心
」
と
し
て
あ
る
と
し
た
ら
、

そ
れ
を
「
お
か
し
い
」「
や
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
、
勝
手
に
取
り
上
げ
て
し
ま
う
こ

と
は
、
本
人
を
さ
ら
に
脅
か
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

本
人
の
側
に
立
っ
て
物
事
を
捉
え
た

時
、
私
た
ち
は
新
た
な
視
点
に
気
づ
か
さ

れ
ま
す
。「
こ
だ
わ
り
」
が
も
た
ら
す
な
か

に
、「
打
ち
込
め
る
も
の
が
あ
る
」
と
い

う
彼
ら
な
り
の
安
心
し
た
過
ご
し
方
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
行
為
が
、

色
や
か
た
ち
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
た
絵
画

や
陶
芸
に
は
、
自
閉
症
の
人
の
持
っ
て
い

る
純
粋
で
透
明
な
精
神
の
働
き
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
、
そ
の
魅
力
的
な
「
内
的
世

界
」
を
、
ア
ウ
ト
ス
の
作
品
は
改
め
て
私

た
ち
に
示
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
社

会
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
な

く
、
そ
の
才
能
に
あ
こ
が
れ
や
尊
敬
の
念

を
抱
く
人
が
多
い
こ
と
を
知
る
の
で
す
。

ア
ウ
ト
ス
の
作
品
は
、
良
い
作
品
を
生

み
出
す
た
め
の
技
術
的
な
訓
練
や
指
導
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
大
事
に
考

え
る
「
作
者
の
自
我
に
関
わ
る
」
療
育
的

な
援
助
の
結
果
、
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
ス
が
目
指
す
も
の

ア
ウ
ト
ス
は
、
作
品
が
多
く
の
人
た
ち

に
よ
っ
て
喜
ば
れ
大
事
に
さ
れ
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。
単
純
に
作
品
を
観
て
楽

し
ん
で
欲
し
い
、
ま
た
一
般
の
人
が
理
解

し
に
く
い
「
自
閉
症
」
と
い
う
障
害
の
存

在
を
知
り
、
理
解
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
欲
し
い
と
考
え
、
更
に
は
施
設
で
生
活

す
る
利
用
者
の
社
会
参
加
に
繋
が
る
も
の

と
捉
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
百
貨
店
や
街
な

か
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
作
品
展
、
機
関
誌

や
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
本
の
表
紙
絵
、
映
画

シ
ー
ン
の
中
で
原
画
を
使
用
、
エ
コ
バ
ッ

ク
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
な
ど
、他
団
体
（
福

祉
分
野
の
み
な
ら
ず
芸
能
・
芸
術
の
分
野
）

か
ら
企
画
の
持
ち
込
み
や
作
品
使
用
の
依

頼
、
作
品
購
入
の
希
望
が
数
々
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
年
度
は
、
恒
例
に
な
っ

て
い
る
世
田
谷
区
で
の
作
品
展
（
玉
川
髙

島
屋
・
世
田
谷
美
術
館
）
や
、
ま
た
平
成

27
年
11
月
25
日
清
水
基
金
創
立
五
十
年
記

念
式
典
に
お
い
て
作
品
展
示
の
依
頼
を
受

け
る
な
ど
、
社
会
に
繋
が
る
貴
重
な
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
ア
ウ
ト
ス
の
作
品
が
、

多
く
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
社

会
に
向
け
て
自
閉
症
の
人
へ
の
理
解
と
啓

発
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
、
石
井
哲
夫
前

常
務
理
事
が
ア
ウ
ト
ス
に
託
し
た
遺
志

を
、
大
事
に
繋
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
ア
ウ
ト
ス
責
任
者　

神
保
育
子
）

アトリエにて　市川さん（左）

清水基金創立 50年記念展示会場にて
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感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る

事
で
、
徐
々
に
利
用
者
も
増
加
し
定
員
を

上
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
嬉
泉

福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
袖
ケ
浦
の
10
箇
年
戦

略
に
も
あ
り
ま
し
た
「
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
化
」
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
学
園
敷
地
内
に
あ
る「
つ
づ
き
の
家
」

を
改
築
し
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ヒ
ツ

ジ
（
定
員
20
名
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

石
井
啓
常
務
理
事
に
お
願
い
し
、
グ
ル
ー

プ
名
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
利
用
開

始
ま
も
な
い
お
子
さ
ん
や
年
少
、
1
・
2

歳
児
を
対
象
に
し
た
「
の
び
や
か
」
グ
ル
ー

プ
と
年
中
・
年
長
を
対
象
に
し
た
「
ほ
が

ら
か
」
グ
ル
ー
プ
で
活
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
ひ
と
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動

で
し
た
の
で
細
や
か
な
課
題
状
況
設
定
が

難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
グ

ル
ー
プ
を
分
け
た
こ
と
で
、
子
ど
も
達
同

士
の
良
い
刺
激
が
う
ま
れ
自
信
を
つ
け
る

や
り
と
り
の
機
会
が
増
え
、
自
分
自
身
の

持
っ
て
い
る
力
が
引
き
出
さ
れ
て
成
長
し

て
い
く
様
子
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
保
育
園
等
で
集
団
生
活

が
困
難
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
巡
回
療
育

と
連
動
し
た
地
域
支
援
へ
と
繋
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

低
年
齢
児
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
ま
ず
は

母
子
分
離
を
丁
寧
に
行
な
い
不
安
の
解
消

と
安
心
が
得
ら
れ
る
よ
う
特
性
に
合
わ
せ

て
細
や
か
に
支
え
る
関
わ
り
を
提
供
す
る

事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と

い
っ
て
も
、
学
園
敷
地
内
の
自
然
あ
ふ
れ

る
環
境
を
利
用
し
て
畑
を
つ
く
り
苗
を
植

え
て
、
秋
に
は
お
芋
を
収
穫
し
た
り
、
子

ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
動
き
回
れ
る
環
境

は
、
更
な
る
心
身
の
発
達
を
促
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
、
あ
れ
も
や
り

た
い
、
こ
ん
な
こ
と
も
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
ヒ
ツ
ジ
が
今
後
、
目
指
す
事

と
し
て
嬉
泉
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
袖
ケ
浦

の
目
指
す
地
域
で
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

の
一
環
を
担
い
、
受
容
的
交
流
を
基
本
と

し
て
療
育
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
過
ご
し
、

ご
家
族
と
地
域
生
活
を
安
心
し
て
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
を
見
て
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
た
の
し
み　

施
設
長　

亀
谷
一
雄
）

『
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
た
の
し
み

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ヒ
ツ
ジ
』

平
成
27
年
10
月
1
日
、
千
葉
県
よ
り

認
可
を
受
け
て
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー　

ヒ
ツ
ジ
が
事
業
運
営
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

た
の
し
み
の
児
童
発
達
支
援
事
業
と
し
て

平
成
24
年
4
月
よ
り
長
浦
駅
前
の
貸
し

ビ
ル
の
1
階
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
で
事
業
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。
児
童
発
達
支
援
事
業

の
開
始
当
初
は
、
袖
ケ
浦
で
は
未
就
学
児

を
預
か
り
療
育
を
行
う
事
業
は
始
め
て
の

事
で
し
た
の
で
、
事
業
を
開
始
し
た
も
の

の
来
る
日
も
来
る
日
も
利
用
者
が
い
な
い

日
々
を
送
り
、
チ
ラ
シ
を
も
っ
て
市
役
所
や

様
々
な
事
業
所
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
ま
さ

に
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
ま

た
、
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
た
の
し
み

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
支
援
者
向
け
・

親
子
向
け
等
様
々
な
実
践
講
座
を
企
画
し

外
部
に
向
け
て
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
な
い
ま

し
た
。
地
域
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
と
同

時
に
、
利
用
者
の
方
に
は
、
家
庭
以
外
の

場
所
で
家
族
以
外
の
大
人
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
、
安
心
で
安
全
だ
と
実
感
し
楽
し

く
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と

で
家
庭
生
活
が
安
定
す
る
こ
と
も
多
く
な

り
、
保
護
者
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
っ

て
利
用
者
の
定
着
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
と

新
規
事
業
所
紹
介

（地域生活支援センターたのしみ）

（芋の苗植え）

（クリスマス会）


